
ⅩⅣ.子どもと家族の支援チーム

ⅩⅣ-１　チーム活動の実際（直接対応） ⅩⅣ-２　チーム活動の実際（会議・研修会等）

活動 件数 活動内容 件数

気がかりシート提出数 1,045 定例会議(毎月開催) 11

チーム対応した事例 5 小児科abuseカンファレンス(事例検討) 6

市との情報共有 5 日本子ども虐待医学会 1

児相への通告件数 2 日本子ども虐待防止学会 1

要保護児童対策協議会 2 RIFCR研修受講 1

ⅩⅣ-３　チーム主催の研修会 ⅩⅣ-４　気がかりシートの紹介

ⅩⅣ-５　チーム代表より一言(宇都宮 剛)

　2024年7月に改訂しました。職員の方は誰でも記入していただけま
す。誰の許可もいりません。しんどい状況の子どもの支援につなが
るかもしれませんので遠慮なくご連絡ください。

子どもと家族の支援チームは、子ども虐待に対して組織的に子どもへの安全をより確実に担保し、支援につなげることを目

的として発足し、2019年度から院内公式チームとして活動している。

メンバーは医師、看護師(救急看護認定看護師、新生児集中ケア認定看護師、小児看護専門看護師含む)、ソーシャルワー

カー、公認心理師等で、小児科だけではなく救命救急センターや精神科神経科など、多領域・多職種で構成されている。

主な活動は支援の必要な小児患者さんや家族への直接対応、関係機関との連携・相談対応であるが、スクリーニング機能強

化のために2020年4月より当院独自の「気がかりシート」を作成し、改訂を行いながら使用している。またこれらの子ども虐

待対応関連の書類をまとめたファイルをすべての病棟に配布した。なお、2022年度の診療報酬改定により、当チームの活動が

養育支援体制加算として評価されるようになった。 今後はチームの活動や「気がかりシート」の活用についてさらに周知を

図り、医療従事者からの相談対応や子どもへの支援に関するスタッフ教育を進めていく方針である。

安全な環境を確保するために支援の必要なお子さ

んやその家族に対して多職種で対応していきます。

何か気になるお子さんやその家族の方がいらっしゃ

ればご相談ください。よろしくお願いします。

①「こどもの安心・安全をつなぐために～命を守るための

初期対応」

日時：2025年12月18日

講師：武庫川女子大学 浅井鈴子先生

参加者：11名

②「けがで来院した小児の虐待の見分け方」

日時：2026年2月25日17：30－18：30

講師：尼崎総合医療センター小児科 毎原敏郎先生

参加人数：37名
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